
第 2 回土砂環境整備検討会－議事要旨 

  

平成 17 年 2 月 14 日、神奈川県県土整備部、神奈川県企業庁利水局、国土交通省

京浜河川事務所を事務局に第２回「相模川川づくりのための土砂環境整備検討会」

を新宿三省堂ビルで、市民、学識者、関係機関、関係行政の出席をいただき開催しま

した。 

この検討会は、平成 12 年 3 月から平成 15 年 3 月にかけて相模川の健全な土砂環

境を目指して議論が進められた「相模川水系土砂管理懇談会」における相模川水系

の土砂管理方針を示した提言を実現していくための具体的な方策について議論する

場として設けられ、昨年度に引き続き第 2 回目となります。 

 

各委員からいただいた主な意見は以下のとおりです。 

1.既往の置き砂事例について 

 相模湖の浚渫について 

・置き砂の設置地点の選定にあたっては置く場所の自然環境（動植物）への配慮が

必要では。 

・相模湖の貯水池では、現在上流端の 2km と狭窄部の 4km で浚渫している。粒度の

分布は上流端では礫が 60％以上、狭窄部では 0.75mm 以上の砂が 60％である。 

・水質は、県の環境基準に抵触していない。栄養塩については、アオコが発生してい

ることからわかるようにリンが水質中にふくまれている。そのため浚渫土砂にも含ま

れていると考えられる。 

・ダム湖に一旦蓄積された有機物の挙動については、逐次追跡していく必要がある。 

・浚渫土砂の粒度分布について、具体的なデータで提示してほしい。→神奈川県企

業庁相模川水系ダム管理事務所：3 年に一度調査している資料を提示したい 

 

 全国の事例について 

・全国の置き砂事例の事業費とその効果を提示してほしい。 

・全国の事例における、置き砂設置地点の選定理由、自然環境への影響把握状況に

ついて確認すること。 

 

2.置き砂の実施計画について 

 置き砂の設置位置について 

・土地連合会では、置き砂の取水への影響及び水質への影響が不明な現時点では、

堰上流での設置は反対である。置き砂によってどのような影響があるか明らかにする

こと。 



 置き砂の実施方法について 

・置き砂の実施にあたっては、漁業関係者、農業関係者に広く呼びかけ説明を実施し

てほしい。 

・相模川における土砂の持ち込み・持ち出し禁止の条例との整合が必要である。 

 

 置き砂の質について 

・ 現況の置き砂の量で、粒径が粗い土砂が調達できるのなら、Ｄ地点より上流側に

おくことも考えられる。 

→ 事務局；土砂の質については、現地で調達できる粗粒分を考えている。しかし現

況では、加工を十分しなければ上流部で設置できるほどの粒径の土砂を得るのは難

しいと考えている。関係者の理解を得た上で徐々に川の上流で実施していきたい。 

・ 現況のヤードの浚渫土砂は細かいと考えられる。Ｄ地点の実施にあたっても魚類

への影響がないよう留意し、置き砂の質は砂礫主体で実施してほしい。 

→ 事務局：シルト分を除いたものでとりあえず試験的に実施したい。 

 

 現況の浚渫土砂の質について 

・上流端 2k 礫（2～75mm）粒径が 60％、中流 3k 砂 60％、下流 4k シルト 60％である。

鶴川合流点から狭窄部で粒度分布が急激に変化する。 

・現在上流端で深堀をしている。その地点に昨年の 2 回の台風で堆積した土砂は、2

～75mm の礫分が約 60％、砂分が 34％程度であった。中流の狭窄部になると礫分が

0 になった。このように洪水がきた条件が良いときであっても浚渫土の現状はこのよう

なものである点を認識してもらいたい。 

・浚渫土砂を基本的に用いるのであるが、洗浄もふくめた質の担保を当初から実施し

ていく必要があるという発言が多い様である。 

 

 置き砂に用いる土砂の調達について 

・ダム上流端の桂川と鶴川合流点付近の土砂は活用できないか。水系一環の議論で

あるから、山梨県区間の土砂の活用も検討されるべきである。 

 

 その他 

・粒度組成の定義（砂、礫、シルト）を教えてほしい。 

 

 置き砂の量について 

・4,000～5,000m3 の土砂では、土砂の移動実態を把握するモニタリングには不十分

では、土砂移動実態の把握手法についてより議論を深めるべきである。 

・4,000m3 の土砂は、地形変化を起こすには不十分であるが、生物に影響を与えるに



は十分である。重要なのは、その影響が及ぶ範囲と回復に要する期間を把握するこ

とである。 

3.モニタリング計画について 

 モニタリング計画の概要について 

・モニタリングから、将来計画までの具体案の議論が必要である。 

・モニタリング、置き砂設置、浚渫土からのシルト分除去など事業全体規模（費用）に

ついて明らかにすること。 

・4,000m3 程度の投入土砂量では地形変化は少ないと考えられる。そのため生態系

に特に着目し、置き砂の上流と下流で生態系の調査を実施するべきである。さらに、

障害となっている取水堰の堆砂に関して、次のステップに進むため取水構造、取水の

方法、洪水時の取水の情報等を整理しておくべきである。 

・昭和 30 年代の河川に戻すことを将来的な目的に見据え、堰や漁業の問題をどのよ

うにクリアし、将来に結びつけていくか戦略的なモニタリングを実施していくべきであ

る。 

・最初の段階でモニタリングを網羅的に実施し、注目する項目を抽出することで、将来

に結びつける戦略的モニタリングの実施につなげて行くことができると思われる。また

予算的にも継続して実施できるようになると考えられる。 

・モニタリングで確認すべき重要な点は、生態系に対する最初の影響と、その回復過

程である。 

 

 モニタリングの項目について 

・置き砂の中に含まれる嫌気性有機物の定性的な影響を把握する項目について教え

てほしい。 

・嫌気性の物質は、土砂を設置している間になくなると思われる。また、土砂に含まれ

る有機物の含有量については、粗粒有機物の含有量を把握すればよいと考えられ

る。 

 

4.その他 

・勉強会は、市民団体にも早い段階で実施してほしい。漁業・農業の勉強会に参加す

る方法でもよい。 

・藤野町等運搬ルートに当たる市民への説明する必要がある。 

・市民には、事業費とその効果についても説明してほしい。 
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長  
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（市 民 、学 識 者 、関 係 機 関 ：五 十 音 順 ） 
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国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 京 浜 河 川 事 務 所 調 査 課  


